
​議案第２３号​

​札幌市地区計画の区域内における建築物の制限に関する条例の一部を​

​改正する条例案​

​令和７年（２０２５年）１１月２６日提出​

​札幌市長　秋　元　克　広​

​札幌市地区計画の区域内における建築物の制限に関する条例の一部を​

​改正する条例​

​札幌市地区計画の区域内における建築物の制限に関する条例（昭和５８年条例第​

​１号）の一部を次のように改正する。​

​(1)​ ​第​​８​​条​​第​​３​​項​​中​​「北​​３​​３​​条​​東​​１​​丁​​目​​地​​区​​地​​区​​整​​備​​計​​画​​区​​域」​​の​​次​​に​​「、​​北​​５​​条​

​東１丁目地区地区整備計画区域」を加える。​

​(2) 別表１新さっぽろ駅周辺地区地区整備計画区域の項の次に次のように加える。​

​北５条東１丁目地区地​

​区整備計画区域​

​都市計画法第２０条第１項の規定により告示され​

​た札幌圏都市計画北５条東１丁目地区地区計画の区​

​域のうち、地区整備計画が定められた区域​

​(3) 別表２新さっぽろ駅周辺地区地区整備計画区域の項の次に次のように加える。​



​北５条​

​東１丁​

​目地区​

​地区整​

​備計画​

​区域​

​高次機​

​能複合​

​Ａ地区​

​(1) 住宅等​

​(2) 共同住宅、寄宿舎又は下宿​

​(3) 老人ホーム、福祉ホームそ​

​の他これらに類するもの​

​(4) マージャン屋、ぱちんこ​

​屋、射的場、勝馬投票券発売​

​所、場外車券売場その他これ​

​らに類するもの​

​(5) キャバレー、料理店その他​

​これらに類するもの​

​(6) 個室付浴場業に係る公衆浴​

​場又は政令第130条の９の５​

​に規定するもの​

​10分の​

​30​

​2,000​ ​1,600​ ​外壁等の面から都市計画​

​道路創成川通の道路境界​

​線（隅切部分を除く。）​

​までの距離​

​1.5​ ​60​

​外壁等（高さ４メートル​

​以下の部分に限る。）の​

​面から都市計画道路北５​

​条・手稲通の道路境界線​

​（隅切部分を除く。）ま​

​での距離​

​３​

​外壁等（高さ４メートル​

​を超える部分に限る。）​

​の面から都市計画道路北​

​５条・手稲通の道路境界​

​線（隅切部分を除く。）​

​までの距離​

​1.5​



​高次機​

​能複合​

​Ｂ地区​

​(1) 住宅等​

​(2) 共同住宅、寄宿舎又は下宿​

​(3) 老人ホーム、福祉ホームそ​

​の他これらに類するもの​

​(4) マージャン屋、ぱちんこ​

​屋、射的場、勝馬投票券発売​

​所、場外車券売場その他これ​

​らに類するもの​

​(5) キャバレー、料理店その他​

​これらに類するもの​

​(6) 個室付浴場業に係る公衆浴​

​場又は政令第130条の９の５​

​に規定するもの​

​10分の​

​30​

​4,000​ ​3,200​ ​外壁等（高さ４メートル​

​以下の部分に限る。）の​

​面から都市計画道路北５​

​条・手稲通の道路境界線​

​（隅切部分を除く。）ま​

​での距離​

​３​ ​60​

​外壁等（高さ４メートル​

​を超える部分に限る。）​

​の面から都市計画道路北​

​５条・手稲通の道路境界​

​線（隅切部分を除く。）​

​までの距離​

​1.5​

​外壁等の面から市道東２​

​丁目線の道路境界線（隅​

​切部分を除く。）までの​

​距離​

​1.5​



​(4)​ ​別​​表​​２​​備​​考​​６​​及​​び​​備​​考​​１​​０​​中​​「新​​さっ​​ぽ​​ろ​​駅​​周​​辺​​地​​区​​地​​区​​整​​備​​計​​画​​区​​域​​の​​項」​

​の次に「、北５条東１丁目地区地区整備計画区域の項」を加え、同表備考に次の​

​ように加える。​

​３５　北５条東１丁目地区地区整備計画区域の項高次機能複合Ａ地区の目の​

​ク欄に掲げる数値は、当該地区整備計画区域内の建築物のうち、次の各号​

​のいずれにも該当するものについては、「６０」とあるのは、「１００」​

​とする。​

​(1)​ ​そ​​の​​外​​壁​​等​​（高​​さ​​が​​６​​０​​メー​​ト​​ル​​を​​超​​え​​る​​部​​分​​に​​限​​る。）​​の​​面​​か​​ら、​

​都市計画道路創成川通の道路境界線（隅切部分を除く。）までの距離に​

​あつては５メートル以上、都市計画道路北５条・手稲通の道路境界線​

​（隅切部分を除く。）までの距離にあつては６．５メートル以上である​

​建築物​

​(2)​ ​そ​​の​​外​​壁​​等​​（高​​さ​​が​​２​​０​​メー​​ト​​ル​​を​​超​​え​​る​​部​​分​​に​​限​​る。）​​の​​面​​か​​ら​​隣​

​地境界線（当該地区整備計画区域の外と当該計画地区の境界線の部分に​

​限る。）までの距離が５メートル以上である建築物​

​３６　北５条東１丁目地区地区整備計画区域の項高次機能複合Ｂ地区の目の​

​ク欄に掲げる数値は、当該地区整備計画区域内の建築物のうち、次の各号​

​のいずれにも該当するものについては、「６０」とあるのは、「１００」​

​とする。​

​(1)​ ​そ​​の​​外​​壁​​等​​（高​​さ​​が​​６​​０​​メー​​ト​​ル​​を​​超​​え​​る​​部​​分​​に​​限​​る。）​​の​​面​​か​​ら​​都​

​市計画道路北５条・手稲通の道路境界線（隅切部分を除く。）及び市道​

​東２丁目線の道路境界線（隅切部分を除く。）までの距離がそれぞれ６​

​．５メートル以上である建築物​

​(2)​ ​そ​​の​​外​​壁​​等​​（高​​さ​​が​​２​​０​​メー​​ト​​ル​​を​​超​​え​​る​​部​​分​​に​​限​​る。）​​の​​面​​か​​ら​​隣​

​地境界線（当該地区整備計画区域の外と当該計画地区の境界線の部分に​

​限る。）までの距離が５メートル以上である建築物​

​(5)​ ​別​​表​​３​​中​​６​​８​​の​​項​​を​​７​​０​​の​​項​​と​​し、​​６​​０​​の​​項​​か​​ら​​６​​７​​の​​項​​ま​​で​​を​​２​​項​​ず​​つ​​繰​​り​

​下げ、５９の項の次に次のように加える。​



​６０​ ​北５条東１丁目​

​地区地区整備計​

​画区域の高次機​

​能複合Ａ地区​

​次の各号のいずれかに該当する建築物等​

​(1) 空中歩廊１号に通じる階段室、昇降機の昇降路​

​（当該昇降機の乗降ロビーを含む。）その他これ​

​らに類するもののうち市長が認めたもの​

​(2) 歩廊の柱その他これに類するもの（都市計画道​

​路創成川通の道路境界線からの距離が1.5メートル​

​未満であるもの及び都市計画道路北５条・手稲通​

​の道路境界線からの距離が1.5メートル未満である​

​ものを除く。）​

​６１​ ​北５条東１丁目​

​地区地区整備計​

​画区域の高次機​

​能複合Ｂ地区​

​歩廊の柱その他これに類するもの（都市計画道路​

​北５条・手稲通の道路境界線からの距離が1.5メート​

​ル未満であるもの及び市道東２丁目線の道路境界線​

​からの距離が1.5メートル未満であるものを除く。）​

​附　則​

​　この条例は、公布の日から施行する。​

​（理　由）​

​　建築基準法第６８条の２第１項の規定に基づき、新設する北５条東１丁目地区に​

​係る地区整備計画の区域内における建築物の用途に関する制限等を新たに定めるた​

​め、本案を提出する。​


